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学術 集 会 記録
Ⅰ 昭和50年度学術講演会 (昭51.1.31 楽友会館)
1. 遅延型過敏症の抗原からの解析






降物が作る｡Invitroでは,胸腺細胞に対 しては毒性を示 し,マクロファージに対 しては,強く細胞膜と反応 し,
マクロファージの形態を変化させる刺戟性を有する｡
卵白アルブミン(OA)のカルボキシル基がメチル化 した かIOA,グリシンメチルを結合した GMOA,アミノ基
をジメチル化 した diMOA を用いて, その化学修飾の差を遅延型過敏症で比較すると, MOA,GMOA の感作
では,遅延型過敏症は出現するが,抗体産生は認められず,OA,diMOA感作では,抗体産生能はあるが,遅延
型過敏症は発現しない｡
MOA 或は GMOA で感作されたマウスに,OA,MOA 或は GMOA でテス トして,その交叉反応性を調べ
てみると,MOA 感作では,OA,MOA で遅延型反応を示すが,GMOA では反応しない｡GMOA 感作では,
GMOA,MOA,OA の腰の強さで遅延型反応を示す｡脱感作実験が行い,さらに交叉反応性をみると,GMOA
感作マウスは,GMOA,MOA で脱感作されるが,MOA 感作マウスは,GMOA では脱感作されず,MOA の
みで脱感作される｡即ち,化学修飾された分子の大きさが,遅延型過敏症の交叉反応性に影響 していると言えよ
う｡MOA 感作マウスで,MOA でテス トした場合,MOA では脱感作されるが,OAでは脱感作されず,OA
でテス トした場合には,OA,MOAで共に脱感作される事が判明したOこの事より,MOA感作マウスには,少
くとも二種の抗原決定基に反応する T-細胞があり,その内一つは,nativeな OA に反応するものであり,他は,
化学修飾により導入された,新 しい抗原決定基に反応するものであると考えられる｡
2. 酸性 領域 での カタラーゼの細胞化学的研究
細胞化学 大 川 欣 -
周知の如く,カタラーゼの細胞化学的研究は 3,3'-diaminobenzidine(DAB)あるいは2,71Lluorenediamine(2,7-
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実験に供した動物は成熟雄 Wistar系ラット(体重 200-230g)の肝及び腎組織である｡組織固定は,⑦ 冷燐
酸緩衝 (pH7.2)2.5% glutaraldehyde(含 6%庶糖),㊥ 冷燐酸緩衝 (pH7.212.5% glutaraldehyde(含 6%庶糖,
5M formamide)で行った.肝は transparenchymalperfusionを実施した後,腎はそのまま,/mm3 の小組織片
と一して約10時間固定した｡固定完了後,冷燐酸緩衝液 (含6%庶糖;pH7.2)てlo-14時間洗液後凍結切片とし
て使用した｡実験に供した水素供与体はDAB及び 2,5-8uorenediamine(2,5lFDA)であるが,一部では2,7-FDA
も用いた｡反応液の pH は 7.2,6.8,6.2,5.6,5.2,4.6,4.0である｡ 反応液の組成は次の如 くである｡(1)DAB
の場合 :DAB5mgを 19.8mlの緩衝液 (pH7.2,6.8,6.2は tris-maleatebuf.,pH5.6以下では acetatebuf.)
に溶解した後,3%H2020.2mlが添加｡(2)2,51FDA の場合 :2,5-FDA4mgを DMFO.5mlに溶解し,19･3




応液の pH が低くなるに従って,カタラーゼ反応が次第に増強し,糸粒体染色が減少｡㊥ 固定液による切片で
は全般にカタラーゼ反応が増強しており,糸粒体染色は強く抑制されている｡至適 pH は5.2｡
2,5-FDA 反応液 :① 固定液による切片ではいづれの pHでも糸粒体染色は認められない｡カタラーゼ反応は
全般に弱いが,pH が低 くなると次第に増強する傾向は DAB の場合と同様｡㊥ 固定液によるものではカタラ
ーゼ反応は顕著に増強され,至適 pH は4.6.2,7･FDA は酸性領域では明らかなカタラーゼ反応は与えない｡
DAB 及び 2,5-FDA の酸性領域での peroxisomes染色が同オルガネラのカタラーゼに由来するものであるこ
とは 3-amino･1,2,4-triazole(10~2M)による阻害実験で明らかである0
3. 細胞表層の微細構造 に関す る若干の新知見










結果 :調べた Mycobacterium 15種,25株に云える一般的特長は,本来の細胞壁のさらに外側に,Lipid と思
われるものの付着が見られることである｡このものは,株によって,不定形,層状,帯状 (幅約 100m-),線状
(幅約 5nm),ひも状 (幅約 10nm)等,様々な形態を成した｡又,ひも状のものの一部は,線状のものの集合
であった｡Nocardiaの一部の様には,層状のものが一部のものに,線状,又, N.asteroidesや N.brasiliensis
には,放線菌の胞子表層に存在するのと同様の構造が見られた｡Corynebacterium には,このような構造は,ほ
とんど観察されなかった｡Corynebacterium 及び Nocardiaの一部,及び,大部分の Mycobacterium の細胞壁
は,Band状の盛り上りを示したOこの構造は,今の所,他の菌種には見られていない｡恐らく.Lipidの存在











内科学第一 中 西 通 泰
(1) 慢性副鼻腔炎について









































1) 当科嘱息外来に来院した一般の嘱息患者66例のうち,蛾抽出液 10-4で37例 (56.1%)が,さらに煤抽出
液 10~4で34例 (51.5%)が皮内反応陽性であった｡
2) 上記の皮内反応陽性者のうち20例 (54.1%)に蛾に対する RAST が陽性であり,さらに22例 (64.7%)
に蝶に対する RAST が陽性であった｡すなわち全噛息患者の約 1/3の血中に蛾や蝶に対する特異的抗体が検出
された｡
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7･ 循環障害にもとづ く肺疾患 (第 1報)急性肺水陸の成立機序
臨床肺生理 佐藤公彦,林 興義,李泰 興
3-Methylindoleの肺血管系に対する影響を,成犬を用いて観察した0










シンポジウム "肺癌研究の現状 と未来への展望 〝
























最後に amylase産生肺癌について免疫組織学的に検討 し,腫癌細胞自身の amylase産生を証明し,さらにそ
の発生母地として気管支腺や末梢肺癌領域に amylase産生細胞が見出されることを証明した｡





の数を算定して薬剤の刺痛効果を定量的に測定 した｡ この方法を用いて L-1210細胞について測定した成績を
dyeexclusionmethodの成績と比較した結果本法の方が鋭敏でかつ正確なデータが得られた｡以上の実験成績よ
り本法は今後臨床的にも利用し得る優れた制癌効果測定法であると思われる｡















(6) 化学療法 :中西通泰 (内科学第-)
急性白血病に比べると分裂のサイクルにのった細胞が極端に少なく,発育の遅い肺癌では,制ヲ高利に対する感






























第1回 癌原性炭化水素による発癌機構の解明に向けて 高橋権也 (病理)(51.10.14)
第2回 気管支嘱息について 川合 満(内科第-),木野稔也(内科第二),宮木iE昭(東大物療内科)(51.12.2)
ⅠⅠⅠ特別ゼミナール
第65回 奥山 治美 (名古屋市大薬)
リン脂質の脂肪酸ノヾターン決定における2つの要因 (51.6.12)
第66回 丸山 工作 (京大理)
筋肉の弾性蛋白質 (51.7.3)








総 折 討 論
ⅠⅤ そ の 他
ProfJohnR.David(U.S.A.Harvard大 内科)
Delayedhypersensitivityinvitro(51.9)主催 内科第二
ProfHal∫.Colebatch(オース トラリア,New SouthWales大 内科):
PulmonaryMechanecsindiagnosisofairwaydisease(51.12)主催 肺生理
岡 田 慶 夫 (滋賀医大)
小 川 雄之亮 (名市大医)
斉 藤 国 彦 (関西医大)
鈴 木 康 弘 (京大胸部研)
安 田 寛 基 (帝京大医)
加 藤 幹 夫 (京大胸縛研)
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内 科 学 第 1
〔学 会 発 表〕
前川暢夫 :RFP使用症例の検討,日本結核化学療法研究会総会 (50.6)




















川合 満 :気管支嘱息の治療,とくに副腎皮質機能を考慮した治療について,第2回胸部研談話会 (51.12)
前川暢夫,池田宣昭,稲掛英男 :RFP使用症例の検討 (第2報),日本結核化学療法研究会総会 (51.12)
前川暢夫,池田宣昭,稲掛英男 :アミノ配糖体高度耐性菌の交叉耐性,同 (51.12)
前川暢夫 :最近の結核化学療法について,第24回日本化学療法学会西日本支部総会 (51･12)





〔誌 上 発 表〕
磯部喜博,岡本博史, 直木由太郎, 吉田敏郎,中沢一郎, 山内立夫, 小河節子, 池田宣昭, 小沢 晃,
馬測尚克 :RFP使用症例の検討 (第1報),医療,30:30 昭51








･内 科 学 第 2
1.免疫学の基礎的領域に関する研究
〔学会,研究会発表〕





高橋千恵,太藤重夫,泉 孝英 :マウスにおける接触過敏症に関する研究(第 3報)接触過敏症の stlppreSSi('n,
第26回日本アレルギー学会総会 (51.9)
桂 義元,湊 長博他 :Vesicularstomatitisvirusによる遅延型過敏症の増強,第 6回日本免疫学会総会 Work-
shopV. 細胞性免疫のパラメーター (51･12)
湊 長博,桂 義元 :マウスのヒツジ赤血球に対する免疫反応におけるウイルス感受性の抗原特異的T細胞,
第 6回日本免疫学会総会 (51.12)
高橋千恵,太藤重夫,西川伸一,桂 義元,泉 孝英 :DNFB 塗布による DNP 特異性抗体の産/i機構一接
触過敏症との関連について,第 6回日本免疫学会総会 (51.12)
西川伸一,高沖宗夫,泉 孝英,桂 義元 :タンパク抗原に対する免疫記憶の研究, invitroの解析,第 6回
日本免疫学会総会 (51.12)
湊 長博,桂 義元 :ウイルスの遅延型アレルギー発現に対する影響,第37回実験結核研究会総会 (51.1.2)
〔誌上発表,研究報告〕














大山口握,湊 長博,佐藤篤彦,木野稔也,大島駿作 :動物におけるツベルクリンアレルギ-受身伝達機構 :
T-cel に関して,第36回実験結核研究会 (51.6)
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松井祐佐公,木野稔也,大島駿作 :肺癌の細胞性免疫に関する研究 "肺癌患者末栴血 リンパ球と肺癌組織抽出
液との培養上清のマクロファージ遊走阻止能,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)
真弓哲二,大山口握,松井祐佐公,佐藤篤彦,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者の免疫機能に関する研究 (第4
報)60Co放射線照射療法の免疫機能に及ぼす影響について,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)
泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :肺癌患者の免疫機能に関する研究 (第5報)肺癌患者血清の免疫抑制作用
について,第17回日本肺癌学会総会 (51.10)




〔学 会 発 表〕
木野稔也,今井弘行,松井祐佐公,大島駿作 :昆虫による気管支癌息の研究 (第Ⅱ報)蛾および煤特異的 Ig
Eの季節変動とハウスダス トおよびダニ特異的 IgE との関係,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)
木野稔也,今井弘行,松井祐佐公,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究 (第Ⅲ報)蛾および蝶特異的 Ig










泉 孝英,西川伸一 :健康診断において発見されたサルコイ ドー ジス症例の予後,厚生省特定疾患サルコイド
ージス調査研究班昭和50年度粧会議 (51.2)
山本正彦,泉 孝英他 :わが国におけるサルコイ ドー ジス患者の経過およびそれに影響をあたえる因子につい
て一全国症例775例の分析より-,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)
泉 孝英,西川伸一,大山口遅,木野稔也,森岡茂治 :健康診断によって発見されたサルコイ ドー ジス症例の
昭和52.3 ー 15-
予後,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)
古家 亮,泉 孝英他 :サルコイドージス患者の心電図異常所見について (第 1報)臨床例の検討,第16回E]
本胸部疾患学会総会 (51.6)









古家 亮,泉 孝英他 :サルコイ ド-ジス患者の心電図異常所見について (第 1報)臨症例の検討,昭和50年
度厚生省特定疾患サルコイド-ジス調査研究丑研究業績,p.137,(51.3)
泉 孝英 :健康診断によって発見されたサルコイド-ジス症例の予後,昭和50年度厚生省特定疾患サルコイ ド
-ジス調査研究班研究業績,p.229,(51.3)
北†fl一正則,西川伸一,泉 孝英 :肺における規上皮細胞肉芽腫形成に関する実験時研究(第 1報),昭和50年度
厚生省特定疾患サルコイ ド-ジス調査研究班研究業績,p.70,(51.3)








泉 孝英 :サルコイ ドージス,阿部正和他編,新臨床内科学第 2版,p.118.昭51
泉 孝英,西川伸一 :診断基準とその使い方,サルコイ ドー ジス,Medicina,13(13):102,19761
6.肺線稚症に関する研究
〔学会,研究会発表〕
平il】健雄,泉 孝英 :流血中の Immune-complex証明法-血小板凝集法一 に関する基礎的研究,昭和50年度
厚_/i三省特定扶患,肺線維症調査研究班班会議 (51.2)
辻 周介,平田健雄,泉 孝英 :流血中の Immunecomplex証明法一血小板凝集法一 に関する基礎的研究,
昭和50年度文部省総合研究 "肺線維症〝第 2回班会議 (51.3)




平田健雄 :II型アレルギー (Arthus型反応)からみた間質性肺炎, 第42回日本結核病学会, 第12回日本胸部
疾患学会近畿地方会シンポジウム ｢肺と免疫｣(51.ll)
〔研 究 報 告〕
平卜廿健雄,泉 孝英 :流血中の Immune-complex証明法-血小板凝集法一に関する基礎的研究,厚生省特定
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疾患,肺線維症調査研究班,昭和50年度研究報告書 ｢肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究｣,p･121,(51.3)
滝島 任,泉 孝英他 :肺線維症のための免疫学的,生化学的および呼吸生理学的検査,厚生省特定疾患肺線
維症調査研究班昭和50年度研究報告書 ｢肺線維症の成因,治療及び予防に関する研究｣,p.149,(51･3)
7.産業性肺疾患に関する研究
〔学 会 発 表〕
泉 孝英 :ベリリウム肺について,産業衛生学会第18回じん肺研究会特別講演 (51.2)
泉 孝英,西川伸一,平田健雄,小原幸信,折田雄一 :慢性ベ リリウム肺に関する研究 (第 2報)慢性ベリリ
ウム肺症例の臨床経過,第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)
〔誌 上 発 表〕
西川伸一,泉 孝其 :ベリリウム症,最新医学,31(8);1515,昭51




〔学 会 発 表〕
泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :類上皮細胞肉芽腫形成性肺疾患の免疫学的動態に関する研究 第73回日本内
科学会総会 (51.5)




泉 孝英,西川伸一,平田健雄 :類上皮細胞肉芽腫形成性肺疾患の免疫学的動態,第 4回E]本臨床免疫学会総
会 (51.7)
平田健雄,泉 孝英 :血小板凝集反応による Immune-complex検出法の特性 に関する基礎的研究,第 4回
日本臨床免疫学会総会 (51.7)
杉之下俊彦,長井苑子,泉 孝英 :ヒト血清の免疫抑制作用に関する研究 (第 1報)肺癌,サルコイ ドー ジス,
慢性ベリリウム症および肺結核患者血清の抗 SRBC産生抑制作用,第26回日本アレルギー学会総会 (51･9)
〔誌 上 発 表〕
泉 孝英 :肉芽膜性疾患 "免疫〝,最新医学,31(8):1467,昭51
泉 孝英 :外因性アレルギー性肺胞炎,臨床科学,12(9):1165,昭51
門 政男 :呼吸器における局所免疫一気管支洗浄液中の免疫グロブリンおよび lysozymeについて,日本胸部
臨床,35(12):893,昭51
9.症 例 報 告 〔学会発表コ
北市正則,木野稔也,松井祐佐公 :肺を含み全身性アミロイ ドー ジスを合併 した骨骸贋の1例,第89回日本内
科学会近畿地方会 (51.7)





大島駿作 :サルコイ ド-ジス,国立結核センタ｣召請講演,ビルマ,マングレー,ラングーン (51.2)
大島駿作 :サルコイ ドー ジス,Persahabatan病院招請講演,インドネシア,ジャカルタ (51.2)
大島駿作 :サルコイ ド-ジス,Airlangga大学招請講演,インドネシア,スラバヤ (51.2)
木野稔也,松井祐佐公 :MIFtestにおける問題点,第 3Llj]京大臨床免疫同好会 (51.4)
大島駿作 :遅延型アレルギー,日本短波放送 (51.7)
寺松 孝,大島駿作 :縦隔腫癌,日本短波放送 (51.7)
泉 孝英 :ヒト血清中の免疫抑制作用物質について,第 4回京大臨床免疫同好会 (51.9)
湊 長博 :Virusplaque法による遅延型過敏症の解析,第 4回京大臨床免疫同好会 (51.9)
西川伸一 :たんばく抗原に対する免疫記憶,第 4ET]京大臨床免疫同好会 (51.9)
大島駿作 :結核の家庭療法,MBS放送 (51.10)
大島駿作 :肺癌と免疫,京都胸部医会 (51.ll)
木野稔也 :昆虫アレルギーと気管支嘱息 (昆虫アレルゲンの重要性について),第 2回胸部研談話会 (51.12)
泉 孝英 :ヒト血清の免疫抑制作用について,第28回国立大学附置研究所結核 及び胸部疾患談話会 (51.12)
ll.そ の 他
〔学 会 発 表〕
大川欣-,北市正則 :酸性触域でのDABによるカタラ-ゼの細胞化学,第32回E1本電子顕微鏡学会総会 (51.
4)
〔誌 上 発 表〕
大島駿作,佐藤罵彦 :腎疾患,伊藤文雄,前川暢夫編集,全身性疾患の肺病変,p.75,世界保健通信社,大阪,
(5].4)
胸 部 外 科 学 部
〔学 会 発 表〕
1.腫 療
伊藤元彦 :機能性腫房の組織化学的研究 京大胸部研講演会シンポジウム (51.1)
長瀬千秋 :invitroにおける制癌剤感受性試験,同上 (51.1)
福田治男,伊藤元彦 :アミラーゼ産生肺癌の発生母地に関する研究,第24回肺癌学会関西支部会 (51.2)
松原義人,滝 俊彦,福田治男,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄,長瀬千秋他 1名 :多剤併用化学療法による
肺癌の長期生存例,同上 (51,2)
滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,池田貞雄,船津武志他 3名 :6才の小児にみられた気管支腺鮭,
同上 (51.2)
中島遺郡,立石昭三他 :肺気腫の長期経過中に続発した肺癌症例,同 ヒ (51.2)
玉田二郎,人見滋樹他 5名 :胸椎原発の巨細胞膿の 1例,同上 (51.2)
丸山 泉,人見滋樹,玉田二郎 :肺転移巣の自然治癒をみた腎癌の 1例,同上 (51.2)
岡田英彦,倉田昌彦他 3名 :高令者 (70才以上)肺癌手術例の経験,同上 (51.2)
長瀬千秋,伊藤元彦,寺松孝 :いわゆる肺の小細胞癌の予後に関す る臨床的 な らびに病理学的考察, 同上
(51.2)
省班会議 (51.2)
伊藤元彦,長瀬千秋,福Ll治男,安倍隆二,寺松 孝 :Ⅲ期肺癌の治療---隣接組織合併切除に関連 して,日
本外科学会総会 (51.4)
伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,スライ ドカンファレンス出題,大阪細胞診研究会 (51.5)
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長瀬千秋,高島義光,渡部 智,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,山本博昭,寺松 孝 :進行肺癌
に対する外科的治療の適応限界について,第19回日本胸部外科学会関西地方会 (51.6)
伊藤元彦,長瀬千秋,福田治男,光岡明夫,永田明義 :気管支肺胞系の防禦機構としての気管支腺の意義につ
いて (第 2報)第16回日本胸部疾患学会総会 (51.6)
北野司久 :肺癌における免疫化学療法の可能性,第25回肺癌学会関西支部会シンポジウム (51･7)
長瀬千秋 :肺癌術後の adjuvantchemotherapyにおける薬剤の選択,同上シンポジウム (51.7)
二宮和子,滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄他2名 :高 Ca血症を伴なった肺
癌の1例,同上 (51.7)
浜本康平,立石昭三他 :気管支壁内転移を疑われた腎腫癌の1剖検例,同上 (51.7)
人見滋樹,玉田二郎他 1名 :縦隔鏡検査による後気管,勇食道,下部気管分岐部 リンパ節の生検- 食道癌,
肺癌症例-の応用,同上 (51.7)
麻田邦夫,倉田昌彦他7名 :腎癌の転移性肺腰湯の検討,同上 (51.7)




倉田昌彦他3名 :乳癌と他臓器悪性腫疫との合併 2例,第24回乳癌研究会 (51.7)
倉田昌彦他3名 :乳腺線維肉腫の1例,同上 (51.7)
松本守海,山本博昭,寺松 孝 :肺癌患者における尿中 Dehydroepiandrosterone-sulfate(DHA-S)の臨床的
意義,第13回術後代謝研究会 (51.7)




船津武志,松原義人,池田貞雄,滝 俊彦,甲斐隆義他4名 :肺癌の予後- とくに縦隔鏡検査所見との対比
を中心に,第29回日本胸部外科学会総会 (51.9)
人見滋樹,玉田二郎他2名 :転移性肺癌の外科- 剖検しえた転移性肺癌152例の検討から,同上 (51.9)
伊藤元彦,長瀬千秋,高島義光,安倍隆二,寺松 孝 :転移性肺腫癖の外科的治療- とくに多発性転移巣に
対する外科的治療の意義と適応について,同上 (51.9)
長瀬千秋,高島義光,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久他 1名 :invitroにおける制癌剤スクリ-ニングテス ト
法,第35回日本癌学会総会 (51.10)










池上佳典,倉田昌彦他 5名 :肺癌にみられた重複癌の3症例,同上 (51.10)




肺癌に対する縦隔鏡検査の手技の検品 丑削 ,高橋らの方法の肺癌-の応用- -とくに知 1;後部,気管分岐部下
2■附)ンパ節の/-I･:検について,吊卜(51.1())
福冊治男,伊藤元彦 :アミラーゼ舶 用 IL癌の発′日寸地に関する免疫組紬､卸',]研究,刷 ･.(51.10)
佐藤新太郎,安湘義男 :帖結核治療中に発牛した梢の稿十円 ･.皮癌,同 卜(51.10)
長瀬千秋,北野司久 :マイクロプレ-卜をFHいる紬嘉剤感受性検査法 (第 2報)- 肺踊 LJ;･養細胞に対する制
癌剤の増殖阻止効果の検討一 第 9恒溝帽 剤適応研究会 (51.10)
福田治男,伊藤元彦 :ア ミラーゼ配 し潮'-癌の研究,fun(､tioninEftumOr研究会 (51.10)
佐藤新太郎,安淵義男他4名 :JHj癌と肺結核の鑑別診断について,国立痛にlri,療養所医学会 (51.10)
桑煩 正品 池口憤 酢 松Iri,ri義人 滝 俊彦,船津武志 叩射 壷義他3告.･fj佃糾こ対するJL成 合併切除後の硬膜
による欠損部の修復,第12O回近畿外科学会 (51.ll)
青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦 :胸咽 酎針 1験例の検討,弟121[_帖 本棚 紳裏患学会近畿 地)j会(51.ll)
rl/.石昭三,清水慶彦他 6名 :気管丁酎掛こ対する/,ltJ持切li,ト- 甜三二切除,端々吻合術後の減脹方法としてのツタ
ンカーメンギプスベッドの応用,同 L(51.ll)
船津武志,人見滋樹 :摘癌における縦隔 リンパ節転移とj'磯 ,厚生省粧会議 (51.ll)
人見滋樹,船津武志 :縦隔膜場に対する胸腔造第三と胸船鏡検査および組織学的検索,同上 (51.ll)
人見滋樹,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :Highriskgroupの肺癌集団検診の検討,厚生省班会議 (51.ll)
伊藤元彦,寺松 孝 :51年早期肺癌 2例の報告,吊 L(51.ll)
伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,スライドカンファレンス出題,大阪細胞診研究会 (51.ll)
伊藤元彦 :肺癌臨床における最近の トピックス,京阪神呼吸器談話会 (51.ll)
松本守侮,伊藤元彦,jJ-･松 孝 :肺癌患者における成申I)HA-tqの意義,厚J上省班会議 (51.ll)
岡田慶夫,伊藤元彦 :気管二女腺の構造,気道分泌研究会 (51.12)






倉日昭 彦,松谷之義,和rt昭二己,山本博昭他 5名 :斬闘ス凍りJ症における胸腺摘出の効果 .'第19回日本胸部外
科学会関L射出方会 (51.6)
光｢剛)]大,森川 茂, 安平公夫 :( 'y(loph(,叩 hとul,i(1L,に よ る 遅延型アレルギー増強機構の紬泡学的解析,文部
省科研 r免疫応答を調節するアジュハントに関する基礎的研 究 】姓会読 (51.10)
寺松 孝 :胸腺の外科,シンポジウム司会,第29回11本胸部外科学会総会 (51.1O)
伊藤元彦 :同 Lシンポジウム 珊瑚腺液性聞手の観点から_･,同｣二 (51.10)
倉fl旧 彦,松往之義,和田洋己,山木博昭他5名 :重症筋無力症における胸腺別出の効果,同上 (51.10)
松谷之義 :重症筋無力症の外科療法-一病理所見と手術成績- 第25回共済医学会総会 (51.10)
松谷之義,山本博昭,寺松 孝 :異所性胸腺の検泉 第12回日本胸部疾患学会近畿地方会 (51.ll)
前里和夫,渡那 智,長瀬 千秋,安倍隆二,伊藤元彦 :胸腺嚢腫の8例,同上 (51.ll)
光岡明大,守松 孝,富山俊一,馬場満男,森川 茂 :羊赤血球に対するマウス遅延型過敏症の調節機構Jl,
細粒移入による検討,第 6Ll_･JH本免疫学会総会,ワークショップ 周り胞性免疫のパラメ-ク ｣ー (51.12)
湊 長博,桂 義元,和田洋己他 :VLlSi(､uhrstomatitisvirusによる遅延型過敏症の増強,同上 (51.12)
松村理司,山里有リ1,申納誠也,井｣二律 予,小林君美 :国療岐阜病院で経験 した胸腺腫13例の検討,第81回岐
阜外科集談会 (51.3)
島本光臣,秋山文弥 :心不全を主徴とした胸腺腫の 1例,第30回u本胸部娠 患学会東海地方会 (51.ll)





岡田英彦,倉田昌彦他 1名 :乳線結核の2例,第19回日本胸部外科学会関西地方会 (51.6)




松谷之義 :空洞形成術の成績- 病理組織学的検討- 第25回共済医学会総会 (51.10)
YamamotoH.andTeramatsuT∴SurglCaltreatmentornon-tuberculouscavitarylesionsbvthetechniqueof
cavernoplasty,ⅠⅠIrdCongressAssociationofThoracicandCardiovascularSurgeonsofAsia,Sydney(1976.10)
山本博昭,松谷之義,渡部 智,長瀬千秋,松本守海,清水慶彦,安倍隆二,伊藤元彦,寺松 孝 :非結核性
空洞病変における空洞形成術,第29回日本胸部外科学会総会 (51.10)









清水慶彦,安倍隆二,寺松 孝他 2名 :高度組織親和性を有する複合高分子材料に関する実験的ならびに臨床
的研究,第 3報コラーゲン合成高分子複合体の生体との結合様式および結合力と長期成績について,第14回日本
人工臓器学会大会 (51.ll)

















秋山文弥 :シンポジウム "虚血心疾患の外科療法〝第100回静岡県外科医全集談会 (51.6)
秋山文弥他 :未破裂 Valsalva洞動脈痛の1例,第41回日本循環器学会東海地方会 (51.6)
倉田昌彦他8名 :異型狭心症の5例,第41回日本循環器学会近畿地方会 (51.6)
伊東政敏他 3名 :術前 1週間レスピレーターを要した VSD+PDA+PH の根治成功例,日本循環
器学会中国四国地方会第31回総会 (51.9)
伊東政敏他 4名 :肺高血圧を有する先天性心疾患の手術経験,同上 (51.9)





甘村康一,秋山又弥 :僧帳弁膜症の UC('J診断- 90例の手術所見との対比- 同上 (51.ll)










松原義人 :気管文内出血に対する矢指;友鏡検査,第4回近畿気管支鏡懇 話会 (51.1)
北野司久,弘野慶次郎,宮林美福,市谷通牒 .'自然気胸を伴なった multiplehamartomaの 1治験例,第24回
肺癌学会関西支部会 (51.2)
清水慶彦 :術後呼 lT)1管理について,第21回貞潔頭空蝉ri腫易談話会 (51.:3)













松村理司,l｣里育男,中納誠也,井上律子,中林君美 :縦隔奇形腫 9例の検討,同上 (51.6)
玉田二郎,人見滋樹,寺松 孝 :腎障害からみた肺化膿症の治療方針,同上 (51.6)
吊中一穂,伊東政敏他 3名 :胸壁血管腫の 1例,第70回岡山外科会 (51.6)





rTl斐隆義,船津武志,池田貞雄他 1名 :自然気胸の成L)jEこついて- 病理組織学的観点から- ,同上 (51.6)
玉田二郎,人見滋樹 :胸水の凝固線溶系を中心とした胸水貯溜症例の検討,同上 (51.6)
稲垣 浩,立石昭三他 :一過性 plasmacytosisを来たし,その後 paneytopeniaを認めたウイルス肺炎の 1例,
第25回血液学会近畿地方会 (51.6)
ニッ矢義一,滝 俊彦,福田治男,松原義人,船津武志, 甲斐隆義,池田貞雄他 2名 :胸膜針生検11例の検討,








池田貞雄,甲斐隆義,船津武志,桑原正喜,滝俊彦,松原義人他 3名 :胸部 prosthesisとしての人乾燥硬膜の
応用- とくに膿胸の治療,同上 (51.9)






ニッ矢義一,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,船津武志,甲斐隆義,池田貞雄他 2名 :Ramel針による胸膜
生検20例の検討,同上 (51.ll)
二宮和子,桑原正喜,滝 俊彦,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池Ill貞雄他2名 :胸膜サルコイ ドー シスの
1例,同上 (51.ll)




高島義光,渡部 智,伊藤元彦 :興味ある組織像を示した食道嚢腫の 1例,同上 (51.ll)
宮本茂充,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池田貞雄他 3名 :食道平滑戚鷹の1例,罪
120回近畿外科学会 (51.ll)









松原義人,池田貞雄,今村正之 :肺癌患者における CarciI10emlJryonicantigen(CEA)値の測定, 日本胸部臨
床 35;587,1976.
品瀬千秋,伊藤元彦,北野司久,笹田昌孝,中村 徹 :マイクロプレ-トを用いる制癌剤感受性検査法- マ
イクロコロニー形成阻止試験による制癌効果の判定,最新医学 31;1611,1976.
轟 文夫 :MNNG による家兎気管気管支癌の実験的発生,肺癌 16,321,1976.
人見滋樹 :肺癌根治のための集団検診は如何にあるべきか,大阪府医師会医学雑誌,10,1,(13),145,1975.
丸山 泉,人見滋樹,玉田二郎他 4名 :肺転移巣の自然治癒をみた腎癌の1例,関西電力病院医学雑誌 8;45,
1976.
安倍隆二,寺松 孝 :気管 ･気管支腺腫の診断および治療,臨林と研究 53;2317,1976.
昭和52.3 - 23-
2.牌腺,免疫
寺松 孝,和fil洋己 :現代外科学大系年刊追捕 1976-∩. 外科か らみた胸瞳の機能,申山手律子,1976.
寺松 孝,1圧木博昭,伊藤元彦 :縦l捌重病に関する仝国集計 一一第 1篇縦隔腫瘍.,'-仝1明 三計,H本胸部外科学余
雑誌 24;264,1976.
寺松孝,山本博昭,松/li之義 :縦隔腫噺 こ関する全国繁計- 第 2馴 朋別重の臨床に関する仝｢鞘三計,同卜
24;270,1976.














泰汗弘文,秋巾文弥 :r/i=静狭心症 --種 々薬剤に対する反応か らみた病態と治療- IF在所医学 31;2201,1976.
Y乙l仙elL AkiviLnlaF･ぐtH1∴Pl-inzmetとLl'svilriill-tform illglm n･-im;lnifLIHtEltion()ia-a(lr-ergl(:rtlrePtOr-
me,1iEtt､(I(won叩 ,(,rrt'lrySl)こISm:一一L,(､urneT/lfilrir-I-I,y'LOr(-1'Lr_YヱLrt(lrioLrr叩1_V･ Amtlr.IIe… J･91:148,1976.
6.一般胸部疾患
長石忠二,池田貞雄,船津武志,fTl斐隆義,人見滋樹 :胸部の異常陰 損,改訂 2服,金芳堂,1976･
人見滋樹,寺松孝分担執筆 :全身性疾患の柿病変,内視鏡検査,世刑 果健通信社,1976･
両木博昭分損執筆 :r汗 .,横隔膜岨 i'.l 世界保健通信社,1976･
伊藤 元虎∴ 編 文夫,森川 茂 :lhL門分石からみた帖のいわゆる ､硬化佃 fl腎腫 ′ の検討, 日本胸部臨昧 35;
159,1976.
立石昭二他 :胸部手術後の植物線維性 異物遺践症例,胸部外科 29:811,1976･
rL石昭 :.他 :機能改善を目的とした呼岐器外科- 肺剥皮術,日胸外余誌 24:456,1976･
甲斐隆義 :縦隔鏡検査 :日本気管食道科学会会報 27:219,1976･
滝 俊彦 :小 児気管支腺腫の 1例, H本胸部臨昧 35:837,1976･
人見磁樹 :胸握鏡検査と胸肺鏡下帥/I:.檎,日本く澗‥食道学会誌 27:232,1976.
人抽 並樹,玉田二郎他 1名 :胸障鏡 卜肺/日射こて確定診断がえ られたびまん性肺疾患の 3症例の検討,関西電
力病院医学雑誌 8:9,1976.
人見磁樹 :胸部 レントゲ ン写真読影の着眼点 (5),網 目状陰if,同 卜8:63,1976.
日atLken;lkaR･,IkedaS.･HitomiS･,Funat仙 T･,･rlndNagaishi(1･:AmlW method ofintrとthort,lralI,iopsy
usingthorn(､(一六(､opeandtissueadhesive,Iironcho-Pneumol()gie26:161,1976.
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病 理 学 部
1.肉芽研究グループ (安平公夫他)




第3巻 慢性炎症と免疫 第 1葦 感染症と免疫 (安平)
〟 慢性炎症と免疫 第 5茸 慢性炎症と問質Ⅲ (竹l二日,安平)
第 4巻 炎症動物実験法 第 3章 足浮腫Ⅱ (森川)



























岡 正典,山室隆夫,浜 弘道,四方実彦,真田浩幸,竹田俊男 :成長軟骨帯の力学的強度に対する性ホルモ
ンの影響｡整形外科基礎科学,3(育,軟骨代謝の生態と病態):101,1976.
3.免疫グループ (森川 茂,原田孝之,馬場満男,富山俊一,金沢 進,安平公夫,他)
グループの指導者は森川講師で,51年 4月島根医大病理学教授就任後も,尚非常勤講師として後輩の指導に当
昭和52.3 - 25-





sorT があって,その働きをマウスの足距反応によって明らかにした森川らの発見は,その重要郡 'J)が間 もな く
J･Exp･Med･誌上に現われる予定である｡また一方では)即(･]を中心に,遅延型アレルギーに対する Cy(:loPhos-
phamide効果の研究が行われ,せの要旨は Natureに掲載された｡学会発表としては次のものが挙げられる｡
光岡,森川,安平 :細胞性免疫の組織表現(Ⅲ)遅延型アレルギ-に及ぼす Cyclopho叩hamideの岩響- その


















森川,原田,馬場,安平,輿,堂前 :ヒト T-リンパ球性白血病細胞由来細胞株 2株の樹立とその細胞学性性
咲,第65回日本病理学会総会 (1965.5)
戸部,陳,森川,安平 :ヒト胃癌由来培養細胞における膜特異抗原,第 4回u本臨昧免痩学会総会 (1976.7)
森川,巽,池LH,原[H,罵場,安平 :人偏培養細胞株 にお ける腫場特異抗原の検索,第35回日本癌学会総会
(1976.10)






















高橋椎也,TI.ShahJ.S.Weinhouse:ラット還流肝における 3-MC の代謝,第35回日本癌学会総会 (51.10)











〔学 会 報 曾〕




鈴木康弘,田畑良宏 :I)-galartosamineHClによる ラット肺表面活性物質 への影響,第 3回日本界面医学会
(51.12)









7.実験介助グループ (松下降寿,小池久美子, 奥村l有美子,P帥1一美,安岡合一,飛田 勇,近藤照子)








細胞 6系LJそのうち5株において 八lIF-test陽性 (即ちこれらの細胞は癌患者血清の IgrLに対する re(､eptorを
有す)であったが,これらの陽性細胞は何れも, その培地中に CEA (ダイナポット社トR キットによる測定J
を庫/L-.し,また池川らの作成 した rS抗原 (肺癌特異抗原)に対する兎杭血i新二よる MIl'-tLlStも陽件である)
培養細胞の継代の長期化と共に,この種の抗原の保f封ま次第に困難であると見放されているが,LL,一己我々の樹立
し得た細胞株では1972年11jJ樹 立の胃線癌以来,総ての細胞株で尚抗原が保持されている 血清中の反応物の本
態に就ての検討が行われ,患苫血活の ILr(;のみが(∫,初 (他に妊婦血清)であると判明 しているo
Mitsuok.i,A.,BEl'a,M.良MorikとLWと1.S,:f;Jnhln(､(､meTltOfdelavtpl'lhyT,tlr､e1-Sitivlty hv〔1el-)1tlti｡nofsul,PreHSOr
T-(tellswith｡yClophosphamide)'nmi(､e,Nこtture262(5563):77-78,1976･
加 こ森川らは遅延型反応の出現をコントFp一ルする細胞の 一一つとして SuPPr(1HSOrT-(､el なるものを撞唱L,
進する事実が注目され,その促進の機構につ いて除々に研究が進められているところであるが,光岡らは Inethyl
化した人血iFlげ ルブミン (MHSA)によるマウスの感作に際し,爾后において (:yclophosphamideの比較的大Eii･.
投与が HヽISA による遅延型皮膚反応を明瞭に促進する事実を発見し,更にこの反応促進効果はJIE常胸腺細晦の
移入で減弱されること,また感作后の薬剤投与は逆にfLJ,しこを減弱させること等により, 遅,LJlf･里反応は,反応にち
加する L･fr(lL､t(汀T-付目 と 叫 )㍗re." OrT-(･tllとの競合によってfiTJLこの度が決るものであることを明らかにした.
賢l用告1-_:,四 万I美音,両室隆夫,浜 弘道,竹田俊黒 :性スデ｡イドホルモンの骨に伎ぼす第三饗について,整
形外科基礎科学 3. ｢骨軟′削 ＼潮の/日fi]1.と病態 J303-307,昭和51年
今回私達はマウスを用い, その こtgingにおいて骨に現れる雌雄差と 各種ステロイ ドホルモンの′削こ及ぼす影
響をしらべ,以下のような興味ある知見を得た｡〕Ci)侶弔 I)DI)マウスでは5-12週にて腸骨,大腿骨には性差
が明らかとなって雌が雄よりも多量の (､Olitgen.HLl(･ium を合むように左り, /目安47週まではこの,l伏態が持続す
る｡ 腫′胃で は前二苫杵性差が斧明ではな近 ｢百㌧-FJ山rこldio11･(･nz(Mt｡は廿の (､(･lhlLre-l､(､こ11(･iLlm 代に増Jjlは せ,
PrOggSterOneは雌の (､(-1lilgen は増やすが (･alcium 量 に は変化を Ijえない(,testosteroneはIii者共に変化を起
させない,.なお eotmdiolI,enzoateの効果は椎骨に比 して腸骨, 人腿11H,=強く現われるL-1③ 以 卜の里美より,
性ステロイ ドホルモン特に estrogel,PrOgeSterOn eiJ首の代謝にお近て, 隼f闘加二重要な役割を演 じて いること
が撞く示 唆されるとともに,h,)rmontlreSpOrlSiveT-`棚 という.i.l､tからみて,各常の閏に,あるいは雌雄のr制こちか
いがあることは,非常に興味深い事実と考える
細 胞 化 学 部
〔′芋 会 発 表〕
Hirai,K-I.,Witschi,fI.andCote,M.(二∴:ElectronmicrosぐOpyOfliHT-inducedlungdamage. Fifteenth
AnnualMeeting,So(､ietyofToxicology,Atlanta,(".eorgia,March14-18.19761
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Hirai,K-I,.Yamauchi,M.,Witschi,H.andCore,M.G.:Ultrastructuralevidenceoftransformationofalveolar
type ⅠIcelstotypeIepithelium inbutylatedhydroxytoluene-treatedmouselung. TheFirstInternational
CongressonCelliiology,Bostol-,Massachusetts,September5-10,1976･
堀内正宏,市川康夫,前田道之 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,第 6報比較としての正常白血球の場













































の際, Ⅱ型細胞にあったベルオキシゾ-ムが消 失してゆく過程が電iLE7,B酵素化学的に追跡された, (2)除草剤パラ
コートは肺障害をおこして,出血 ･柿水陸,肺繊維症,肺胞蛋自症の原因となるが,この際最初に障害を受ける
のはTl型細胞であることが明らかになった〔〕
市川, 堀内,永田は,前川 (ウイルス研二),淀井,増｢Il(共に代謝研),大熊 (内科),描 (医化学)と協吊






感作 B･T細胞と協同して抗原産/生に関与することが 明らかにされた この点からみても,わづか48時間のD因
子との接触によって骨髄性白血病細配が正常マクロファージと同等の機能を帯びるようになっているわけであるJ










細 菌 血 清 学 部
当部門に於てほ徴隼物学ならびに免疫学の二万両から研究を行なっているL
1.微生物学に関する研究








等下等な菌では円い事が見出された｡ 細胞膜のこの invagination の部分は高等な酵母では増殖期と停上期とで
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蛋白質の存否という点で顕著な差のあること,また,その生理作用を増殖停止期に持つことを明らかにした｡な
お,細胞膜蛋白の分布様式が増殖の時期によって異なること,さらにその分布を制御する物質の存在を示唆した｡
〔学 会 発 表〕
竹尾漢治 :Micropolysporaangiosporaの細胞壁表層構造｡第32回日本電了･願微鏡学会 (51.5)






















竹尾漢治 :肺アスペルギルス症発症機構の Freeze-etching法による超顕徴形態的解 明,昭和50年度科学研究費
奨励研究(A) 実績報告吉 昭51
Takt10K･,ShigetaM.andTakagiY-Plasmamembraneultra-structuraldiferencesbetweentheexponential







年初頭の Int.Arch.Alergy･および 1--unologyにそれぞれ 2編ずつ掲載される予定である｡DTH に関与
するT細胞の動態をさらに詳しく解析することを目的として,演 (内科第Ⅱ部門)と共に,T細胞を単一細胞レ
ベルで検出できる可能性のある唯一の方法である virusplaque法をヒツジ赤血球 (SRBC)に対する反応に応




い得ることがリjらかとなった｡免疫後の virusrepli'､こttingcelの出現を,I)TH あるいは抗休 席 牛の.Lil.現と対比
させつつ解析 した結果,この細胞は最初考えられていたような I)TH の L･恥(TtOr(､elではないという結論に通 し
た｡免疫応答の調節に関与している継泡である｢亜帥 三が最も高いが,調節に関与している細粒として従来よく知ら





うことは困難であると,与えられていた′ノわれわれノは,化学修飾 した IiL<1,㌧を抗 原とし, さらに増産中に ,'ジュバ




〔学 会 発 表〕
桂 義元,湊 長博,泉 孝英 :ViruLSplaque法による遅延型過敏症の解析,昭和50年度日米医学協力計両結
核専門部会 (51.2)
桂 義元 :免疫応答の調節とウイルス感染 講徹,於1凱Ⅰ/:家畜衛FI:_試醍場 (51.6)







湊 長博,桂 義元 :ウイルスの遅延型アレルギ-発現に対する宗三響,第37回実験結核研究会総会 (51.12)
回日本免疫学会総会 (5].12)
高橋千恵,太藤重夫,西川伸一,桂 義元,泉 孝英 :BI)FI3塗 裾 こよる DNP特異性抗体の樗牛機構1- -
接触過敏症との関連について,第 6回日本免疫学会総会 (51.12)
湊 長博,桂 義元 :マウスのヒツジ赤血球に対する免疫反応におけるウイルス感受性の抗原特異的T細胞,
第 6【日日1本免疫学会総会 (51.12)
桂 義元,湊 良博,和田洋己,町野雄次 :VeHi(･ularstomatiti､virtlhによる遅延型過敏症の増強, 第6回日
〔誌 上 発 表〕




湊 長博,杜 義元 :V-PFC法による抗原反応性T細胞の検出,医J芋のあゆみ 96:692,1976.
桂 義元 :実験的カンジダ症と免疫一 結核菌による抵抗力増強の免疫細胞学的解柿,真菌と真菌症,17;SO,














〔学 会 発 表〕




滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,池田貞雄,船津武志,他 3名 :6才の小児にみられた気管支腺鮭,
京大胸部研講演会シンポジウム (51.2)
久野健志 :パネルディスカッションI "大気中環境因子と疾患〝肺 (呼吸)機能検査の立場から,第19回臨床
病理学会近畿支部総会 (51.4)




























安永敏美,伴 敏彦,浅井信明,平田正名,千葉幸夫, :Annuloaorti'､ectasiaに対する Iientll 手術の経験,
循環学会九州地方会 (51.7)
千葉幸夫,伴 敏彦,浅井信明,平田止名､安永敏美 :心嚢内 Seroni'-(､ystを合併した完全型心内膜症欠損症
の 1手術治験例,九州地方会 (51.7)




麻Fl邦夫,倉田昌彦,岡田英彦,宝木 仁,木村 芳,古本 勝,和田泰三,磯貝興久,本田裕宏 :腎癌の転
移性肺腫疫の検討,第2郎朝市癌学会関西支部会 (大阪)(51.7)
古本 勝,八幡三吉男,西谷 裕,基本 仁,本四裕宏 :甲状腺癌と副腎癌の複視例,第89回内科近畿地方会
(51.7)
弘野慶次郎,市谷通雄,北野司久,宮林美福 :肺線維症の 1例,第25回肺癌学会関頭支部会 (51.7)
浅井信明,千葉幸夫,平田iE名,伴 敏彦 :シンポジウム ｢組織型別よりみた肺癌の予后｣,縦隔転移よりみ
た肺癌の組織型別予后,肺癌学会九州地方会 (51.7)
二宮和子,滝 俊彦,福田治男,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池川貞雄 :高 Ca血症を伴なった肺癌の 1
例,第25回肺癌学会関西支部会シンポジウム (51.7)
加藤幹夫 :血液ガス,第16回臨昧肺機能講習会 (51.8)







平出正名,伴 敏彦,浅井信明,千葉幸夫,安永敏夫 :開心術後に対する低心拍出量症候群の研究一 特に心
拍出星と血ブ夜ガス動態の関係について- ,第29回 日本胸部外科学会総会 (51.9)
竹tl]俊男,佐藤公彦,佐川弥之助 :コラーゲンの生理的成熟に及ぼす性ホルモンの影響,とくにAdldehyde量


















宮本戊充,滝 俊彦,桑原正喜,松原義人,甲斐隆義,船津武志,池Ft1貞雄 :食道平滑崩腔の1例,第 120回
近畿外科学会 (51.ll)
加藤達治,藤田JfJ憲,加藤幹夫,佐川弥之助 :肺胞 上皮癌と珪肺とを合併した汎発性輩皮症 (P§s)の1例,
第12桓日干丁本胸部疾患学会近畿地方会 (5ユ.ll)









〔誌 上 発 表〕
佐川弥之助 :近畿地区における第-一次疫学調査,厚生省特定疾患 (原発性肺高血圧症調査研究班)昭和50年度
研究業績 1976.
佐藤公彦,李 泰興,林 隆義,佐川弥之助 :3-Methylindolcの肺血管系に及ぼす影響 厚生省特定扶患 (原
発性肺高血圧症調査研究班)昭和50年度研究業績 1976.







石川嘉一郎,中尾訓久,浅井イ言明 :閉塞性凝血性大動脈症 (いわゆる高安病)における肺循環 Circulation良
vessel 7:603,1976.
Ohta,K.,Kato,M.,Sagawa,Y.:Pulmonaryfunctiondisturl'anceinthora(､icdeformity withspe(､ialreference
toidiopathicscoliosis(abstract):Jap.I.tt)(:良chestdiseases20:77,1976.
Ohat,K.,Watanabe,IL,Onomura,T.,Kato,M"Sagawa,Y.:Pulmonaryfunctioni)isturhansilThoracic
PeformltywithSpecialRさferen(･fltoidiopathicSeoliosis,PostcongressofFifthWesternPacificorthspedieAsso
ciationconngress.
長石忠三,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義,人見滋樹 :胸部の異常陰影,改定2版,金芳堂,1976･
甲斐隆義 :縦隔鏡検査,日本気管食道科学会会報 27,1976.
